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2017年3⽉期第3四半期
決算説明テレフォン・カンファレンス

2017年2⽉9⽇
⽇本写真印刷株式会社

代表取締役社⻑ 兼 最⾼経営責任者
鈴⽊順也
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 売上⾼・利益とも前回想定を下回る
 Q3想定レート￥105/$に対し、実勢レートは￥103/$
 売上⾼301億円、営業利益▲5億円、経常利益11億円、親会社株主に帰属する四半期純利益

8億円
 産業資材、ディバイス、情報コミュニケーションの需要が全般に低調

 来期以降のディバイス事業における新たな事業機会に向け、開発が本格化
 2017/3期Q3より費⽤が発⽣

本⽇のポイント
2017年3⽉期 第3四半期（10~12⽉）の実績

トピックス

2017年3⽉期 通期の⾒通し
 通期業績予想を下⽅修正、ディバイス事業における開発費⽤の発⽣、最新の需要動向

を織り込み
 Q4為替前提を￥105⇒￥110/$に変更
 売上⾼1,180億円、営業利益▲20億円、経常利益▲35億円、親会社株主に帰属する当期純

利益▲50億円

 2017年度より決算期を変更（3⽉決算⇒12⽉決算）
 海外連結⼦会社と決算期を統⼀、グローバルな事業運営体制の強化・効率化、経営の透明性

向上を⽬指す



3 Nissha Confidential Proprietary

前年同期⽐
（2016/3期Q3累計⽐）

86,069 81,839 ▲4.9%

産業資材 26,552 35,845 +35.0%
ディバイス 46,131 33,957 ▲26.4%
ライフイノベーション 911 1,277 +40.2%
情報コミュニケーション 12,354 10,582 ▲14.3%
その他 118 176 +49.2%

8,345 ▲ 1,630 -
9.7% -2.0% -11.7pt

8,577 ▲ 2,272 -

7,625 ▲ 3,355 -

2016/3期
Q3累計実績

2017/3期
Q3累計実績

売上⾼

営業利益
営業利益率

経常利益
親会社株主に帰属する四半期純利益

2017年3⽉期第3四半期累計（4⽉〜12⽉） 経営成績 （百万円）

2017/3期 Q3累計（9カ⽉）の実績

平均レート ￥120/$ ￥105/$

 2016年10⽉に⾏われた組織改編について、本資料における2016/3期の業績には、これを反映しておりません（2016年10⽉の組織改編を
遡及適⽤しておりません）。

 2017/3期より、海外⼦会社等の業績換算レートを期末レートから期中平均レートに変更していますが、本資料における2016/3期業績には、
これを反映しておりません（換算レートの変更を遡及適⽤しておりません）。
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前年同期⽐ 前四半期⽐
（2016/3期Q3⽐） （2017/3期Q2⽐）

34,469 27,229 30,191 ▲12.4% +10.9%

産業資材 9,316 11,815 11,361 +22.0% ▲3.8%
ディバイス 19,914 11,841 13,508 ▲32.2% +14.1%
ライフイノベーション 325 - 1,277 +292.9% -
情報コミュニケーション 4,869 3,522 3,955 ▲18.8% +12.3%
その他 45 51 89 +97.8% +74.5%

5,397 ▲ 19 ▲ 593 - -
15.7% -0.1% -2.0% -17.7pt -1.9pt

5,635 ▲ 474 1,161 ▲79.4% ⿊字化
5,357 ▲ 500 817 ▲84.7% ⿊字化

売上⾼

2016/3期
Q3実績

2017/3期
Q2実績

2017/3期
Q3実績

営業利益
営業利益率

経常利益
親会社株主に帰属する四半期純利益

2017年3⽉期第3四半期（10⽉〜12⽉） 経営成績 （百万円）

2017/3期 Q3（3カ⽉）の実績

￥120/$平均レート ￥102/$ ￥103/$

 2016年10⽉に⾏われた組織改編について、本資料における2016/3期の業績には、これを反映しておりません（2016年10⽉の組織改編を
遡及適⽤しておりません）。

 2017/3期より、海外⼦会社等の業績換算レートを期末レートから期中平均レートに変更していますが、本資料における2016/3期業績には、
これを反映しておりません（換算レートの変更を遡及適⽤しておりません）。
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2017年3⽉期通期 業績予想 （百万円）

129,000 120,000 118,000

産業資材 51,500 49,100 47,800

ディバイス 57,200 * 49,200 * 49,300
ライフイノベーション 2,200 ** 5,300 ** 5,300

情報コミュニケーション 18,000 16,250 15,400
その他 100 150 200

7,000 2,000 ▲ 2,000
5.4% 1.7% -1.7%

6,800 500 ▲ 3,500
5,500 0 ▲ 5,000

2017/3期
今回計画

（2/9公表）

売上⾼

親会社株主に帰属する当期純利益

営業利益
営業利益率
経常利益

2017/3期
期初計画

（5/12公表）

2017/3期
前回計画

（11/7公表）

2017/3期 通期業績予想を修正

*  ディバイスにガスセンサーを含む
**ライフイノベーションはGraphic Controlsのみを含む

H1: ￥110/$（想定）
H2: ￥110/$（想定）為替レート

H1: ￥106/$（実勢）
H2: ￥105/$（想定）

H1: ￥106/$（実勢）
Q3:  ￥103/$（実勢）
Q4:  ￥110/$（想定）

 2016年10⽉に⾏われた組織改編について、期初計画には、これを反映しておりません。
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2017/3期 売上⾼・営業利益予想の修正要因

期初計画（5/12公表） 1,290億円 70億円

為替影響 H1円⾼影響（前提￥110/$、実勢￥106/$） ▲9億円 ▲9億円
H2為替前提レートを変更（￥110/$→￥105/$） ▲16億円 ▲12億円

M＆A影響 M＆A対象会社を連結
 Graphic Controls: 4カ⽉分（ライフイノ

ベーション）
 Schuster: ２カ⽉分（産業資材）

+57億円 0億円
のれん償却により

利益影響なし

H2に買収関連⼀時費⽤が発⽣ ― ▲7億円
その他 製品需要の減少 ▲122億円 ▲37億円

固定費・変動費の削減 ― +15億円
前回予想（11/7公表） 1,200億円 20億円

為替影響 Q3円⾼影響（前提￥105/$、実勢￥103/$） ▲2億円 ▲2億円

Q4為替前提レートを変更
（￥105/$→￥110/$）

+6億円 +6億円

その他 製品需要の変動、製品ミックスの影響など ▲24億円 ▲14億円

ディバイス事業 新たな事業機会へ向けた開発費⽤など ― ▲30億円

今回予想（2/9公表） 1,180億円 ▲20億円

売上⾼ 営業利益
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8,544 8,692 
9,316 

12,543 12,669 
11,815 

11,361 

0

2,500

5,000

7,500

10,000

12,500

15,000

Q1 Q2 Q3 Q4  Q1  Q2  Q3  Q4

⾃動⾞ ノートPC 携帯電話 家電 その他 蒸着紙

（百万円）

⽤途別売上⾼（四半期）

産業資材

2016/3期 2017/3期

 2017/3期より、海外⼦会社等の業績換算レートを期末レートから期中平均レートに変更していますが、本資料における2016/3期業績には、
これを反映しておりません（換算レートの変更を遡及適⽤しておりません）。
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9,088 

17,129 

19,914 

15,781 

8,608 

11,841 

13,508 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

Q1 Q2 Q3 Q4  Q1  Q2  Q3  Q4

スマートフォン・ タブレット端末など ゲーム機など ガスセンサー
（百万円）

⽤途別売上⾼（四半期）

ディバイス

2016/3期 2017/3期
 2016年10⽉に⾏われた組織改編について、本資料における2016/3期の業績には、これを反映しておりません（2016年10⽉の組織改編を

遡及適⽤しておりません）。
 2017/3期より、海外⼦会社等の業績換算レートを期末レートから期中平均レートに変更していますが、本資料における2016/3期業績には、

これを反映しておりません（換算レートの変更を遡及適⽤しておりません）。
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1,277 

0

2,500

5,000

 Q1  Q2  Q3  Q4

医療機器

（百万円）

ライフイノベーション
売上⾼（四半期）

2017/3期

 Graphic Controlsグループ（2016
年9⽉買収・⼦会社化）が中核

 2017年3⽉期は4カ⽉分の連結
 Q3: 1カ⽉分
 Q4: 3カ⽉分

 Q3、Q4に買収関連⼀時費⽤を計上
 来期は通期で業績貢献
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（百万円）

情報コミュニケーション
分野別売上⾼（四半期）

3,335 

4,150 

4,869 

4,355 

3,105 
3,522 

3,955 

0

2,500

5,000

7,500

Q1 Q2 Q3 Q4  Q1  Q2  Q3  Q4

商業分野 出版分野 その他

2016/3期 2017/3期
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決算期の変更を予定
（海外連結⼦会社と決算期を統⼀）
 グローバル化する経営環境に対応、経営の透明性・質の向上
 従来3⽉31⽇→変更後12⽉31⽇
 来期（2017年12⽉期）は9カ⽉決算

2017年 2017年 2018年
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

2016年 2017年
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

2017年12⽉期

2017年3⽉期

2018年12⽉期

決算期▼

決算期▼ 決算期▼

国内
海外⼦会社

国内
海外⼦会社

 決算期の変更は、2017年6⽉中旬に開催予定の第98期定時株主総会での承認が条件となります。
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ご清聴ありがとうございました。

お問い合わせ先
⽇本写真印刷株式会社
経営企画部IRグループ
T 075 823 5144
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ご参考: 組織改編（2016年10⽉）の内容
 ライフイノベーション事業を第4の事業へ

 医療機器分野（北中⽶・欧州市場）を担当
 ガスセンサーをディバイス事業に移管
 DDS（マイクロニードルパッチ）を全社部⾨に移管 *DDS=Drug Delivery System

事業名 事業内容 主⼒分野・製品
H1以前 H2以後

産業資材 さまざまな素材の表
⾯を美しく加飾

 加飾フィルム
 プラスチック成形品
 蒸着紙

 加飾フィルム
 プラスチック成形品
 蒸着紙

（変更なし）
ディバイス 精密で機能性に優れ

た部品を提供
 タッチセンサー  タッチセンサー

 ガスセンサー

ライフイノベー
ション

医療分野において⾼
付加価値製品を提供

 ガスセンサー
 DDS

 医療機器
（Graphic Controls）

情報コミュニ
ケーション

お客さまのコミュニ
ケーション戦略をサ
ポート

 出版印刷
 商業印刷・SP

 出版印刷
 商業印刷・SP

（変更なし）

全社部⾨ R＆D
管理

 開発製品  開発製品
 DDS
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免責事項
本プレゼンテーション資料には、⽇本写真印刷株式会社の業績、戦略、事業計画などに関する将来的予測
を⽰す記述および資料が記載されております。これらの将来的予測に関する記述および資料は過去の事実
ではなく、発表時点で⼊⼿可能な情報に基づき当社が判断した予測です。また経済動向、他社との競合状
況などの潜在的リスクや不確実な要因も含まれています。そのため、実際の業績、事業展開または財務状
況は今後の経済動向、業界における競争、市場の需要、その他の経済・社会・政治情勢などのさまざまな
要因により、記述されている将来予想とは⼤きく異なる結果となる可能性があることをご承知おきくださ
い。

注意事項
本資料には機密情報が掲載され、⼀切の権利は作成者に帰属しているので、作成者の事前の許可なく、本
資料を受領者以外の第三者に開⽰、漏洩したり、複写、転送、引⽤することを固く禁⽌いたします。また、
本資料の開⽰⽬的以外での使⽤は同様に禁⽌いたします。

本資料の業績数値は、特に注記がない限り、すべて連結ベースです。


